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絵画の構成
右と左への運動及び構成の展開について
藤堂 敏
On composi tion of pictures 
SATOSII TODO 
序 論
~々は絵を批評する際に . ひとつの批訪'の観点として
「この絵は織成がすぐれているJとか，あるいは{十r，.の
自1主力のひとつとして f!皮は桃成}jカ、あるdとdうよう
に「桃成jという概念をmいている。
殺々はこれらの挑成という観点からの抵tJfにたいして
ただちに次のように問い返すことができる。 rそれはど
の線に桃Iil<:されており.どの僚にすぐれているのか」と。
あるいは， もっとIiJ]組をさかのぼってより本)!'UI甘に「な
ぜ偶成のことが問題にされねばならないのか 桃IJXとは
和Iかjというように この間いにたいしては次のように
Arえることができる。
人聞が感覚の対象としている現実の世抗t!.:t，無限に連
続していると与一えることもできれば.あらゆる。t.物が.
ただ断片的に散，{tーしていると見なすこともできる
もしこの様な見応をするなら， t1l界はあるがままである。
しかし.このあるがままの収災の世界を.人IllIヵ、ιj後と
して.連続しているととらえたり，あるいは断片的に散
仇・しているととらえたりすること肉体がぷぶされた世界
であり.連続， JI';坐絞というように.側々 の・ド物を 「そ
の関係におし、て見る」ということを怠味している。(関
係があると見なそうが.関係かないと凡なそうが.その
こと ':1体が関係づけの世界である。)
したがって.ある人間lが対象とした世界σ人認論につ
いての「表現Jをたどるということは，この人IiIJの対匁
とした.個々の事物のl山系づけ.あるものは.自己にir:
くあるいは泣く，あるものは自己に主要であり.またr.il
次的であったりという械なぷぷl付加でのlioJ係がぶ現とし
てN*(I(jになされたιの，をとおしてたどることを，¥:1":11，ょ
する 。 そしてこの伽!々の )J~物ばかりではなく.そのI}lJf，系
づけを，関係つItとして. n~込化することを的，，1<:1ると
いうことができる このよ うにArえるならば.対匁とし
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た世界が.断片の散布ととらえられようが.関係づけて
とらえられょうか. 桃成のことは問題となる。精成され
なかったi片手t!-f主として.あるいは附成されたl止界像とし
て，またどのように偶成されているのかというように。
機成を問題とすることがすで1ニ表現されたことの全体，
全体と部分自1分の関係を見ることとf"l)むu主である。
本 論
(1)方法について
f子高にi&べてきたような目的から.具体的な絵の構成
について検バしてゆくわけであるが， tlf成という慨念、が
成立するためには次の僚な前提が必要であると巧えられる。
すなわち. r Ilhi(雨上に焔かれた側々の形象は表現内容
との!刻係において相互に異なる意味，または価値を持つ
(仔IJえばおlWJにJilかれるものと左側のもの.あるいは上
とf) J というように。 もしこの 'l~を無税して ， これら
を同幸子，一憾であると巧えるなら，ある形象は全体のど
の位置に誼かれても表現内容と l.:t無関係ということにな
り締成をなすこと肉体が成立しなくなる。したがってこ
のような似定に立つならば，絵が上下 .J.ifi.l'-t称でない
限 1)，それらの関係を反転するとその表わされているこ
とが県って比えるはすで'ある。援ここでは!瓜l刈とそれの
ふi才了を反転した絵を比較するという }j法を用いた。
以下にこれ句の結来について述べてゆく。
※i主: 上下の反転は.ここで用いたような具象的な絵
の場合.捕かれた形象の天地の逆転 ・泣j!I関係の逆転
(.iIf!1詰.作.r，ーからi主い距離にあるものはjilj函iの上に.近
いものはドI.:t品かれる)を生じ， 自然の|刻係に予1首する
ので用いていなL、。また資料としてーコ?の悦函を絵と
あわせて用いているが，対象の認誠をとらえられた空間
的関係として表現するという芯味でl.:tl司じ範囲書に属する
例をあげて説明を加える。
図 l-A，は昭和48年.長沼の自衛隊基地訴訟での
自衛隊違憲判決直後の自衛隊戦力論争のたかまるなかで
新聞の「社会戯評Jに掲載されたもので，自民党が自衛
隊合憲を旗印に戦力の拡張を意図しているのを皮肉って
いる。原図 l-Aではこの白民党の「前進の運動jの方
向を 「右から左へ」ととっているが，これを反転した図
1 -Bは，前進という より「戻ってゆく 運動」として見
える。この時その運動方向は図 l-Aとは逆に 「左から
?
居f主
と考えだからであり，また内谷が単純でわかりやすいで
あろうと思われたからである。
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(11)画面の左右と形象の運動との関連について
(1) 絵の反転から
絵の左右を反転すると，それに件い絵中の形象の運動
方向も逆転する。例えば人物が函面の左に向って歩いて
いる絵が，右に向って歩くというようになる。そしてこ
の様な方向転換が.その運動のもつ意味の転換につなが
るものをい くつか見いだすことができる。次にその具体
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ケーテ・コルヴィツ :反乱図 2-A
藤立:絵画の憐成 -119-
図2-A， Sは， ドイツの女流画家ケーテ・コルヴィ
ツによって儲かれたものである。1，(図Aでは農奴たちが
反乱を起し，i也主の館を焼打し「戻ってゆく」ところが
「左から右へJの方向で描かれている。これを反転した
もの，図S，ま戻ってゆくよリも.これから「出かけるJ
もののように見える。
図1・図2では絵の反転による運動の意味転換が，か
なり明瞭に読みとれるが.このよ うな例はそれほど多く
はない。なぜなら運動が図 1・2のように「行〈 ・戻る」
のような明快な運動として摘かれる場合が少ないこと，
またモチーフの運動が様々の形象によ って補強される場
合が多いからである。 例えば次の図がそうである。
図3-Aが原図である。ここで銀行強盗が人質を盾に
逃げ去ろうとするところを描いている。これを反転した
l、.'."・ ""1..11
図3-A
図3-C
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もの図Bと比較してもその運動の意味転換を見ることが
できない。なぜなら，強盗が既に奪った金を手にしてお
り、また一味の一人が，開いたドアから外に逃げ出し，
さらに人質がドアの方向に引きずられる姿態として表わ
され，これらが，強殺が 「逃げるjという運動であるこ
とを補強しているからである。また描カ通れている運動自
体が複雑で，ただ逃げるのではなし逃げようとしつつ
行員に，にらみをきかせるというように，運動と運動の
停止を同時に表現するという性格を持っている。強盗の
背中の線が太〈強〈表わされているのはその意味である。
凶Cのように， この絵から強盗の手にしている金袋，逃
げ出す一味.それを6ftで追う女子行員を消去し，それを
反転したもの.図Dと比較すれば.人質の姿態の不自然
さを考慮、外とすれば，図Cは強盗が押し入ってきたよう
".，・‘・
図3-8
図 3-D
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に見え.図Dでは強盗が通過してゆくように見える。原
図で強議が 「逃げ去る」方向は 「左から宥へjであり 、
図Cのように「押し入る」とJaる時はその方向が 「石か
ら左へ」であり「通過Jと見えるときは「左から右へJ
である。
(2) 右への遭動と左への運動
これらの織な方法で運動が痛かれた絵を反転してゆく
と ，運動の持つ~.味が転換したり . 意味が不分明となっ
たり，弱まったりすることがあることから，運動はその
意味するところと関連して左右に錨きわけられているの
ではないかと考えられる。そこで運動方向とその意味と
函4
図6 ケーテ・コルヴィツ :アジテーター
居
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学
の関連について検討してみる。
図4 j受査に警銭が踏み込んで来るのは右から左に揃か
れている。
図5 金大中事件を扱ったもので日本の普察が斡同政仰
に証拠を突きつけるのは右から左へて'ある。
図6 アジテーターが聴衆を前に訴えるのは右からZi.に
表わされている。
図7 老女が何かの恕しみに耐えている姿態は右から圧
にとられている。
8図 人足をf牛った武士の一行が出立しようとする方向
は右から左にである。
図 5
図7 ポール・セザンヌ:老婆
藤堂:絵画の情成 -121-
図8 歌川広重:東海道五十二次 藤枝
9 図剣道の練習光最をHii~、たものであるが， 打たれる
のをのがれようとする男は定から右にと始かれる。
図 1- 3を含めてここに偽4&したものは検討を加えた
ものの一部である。用いた資料のなかには巡動方向と意
味の関速について不明瞭なむのも見られたが，かなり多
くの絵について運動のhlijと立味の関連についてある規
則l性を，与えることができ，また向ーの作者の絵において
も右と左への述動の錨きわけられる例をも見ることがで
きる。
これらの検討から得られた紡-*についてまとめると，
次のようになる。
(a) r布から左へJの運動: 前進する ・出かける ・抵
抗，対抗する ・突きつける ・耐える ・なと13.志的なカを
持った運動が捕かれる。
(b) r左から釘へJの巡動 : 逃げ去る ・出かける ・追
われる ・など(a)のようなな芯:的な.あるいは対抗力をも
った運動というよリ(;1，緊')1どのなL、.1JUi丞的な，引き寄
せられていくような運動が錨かれる。
それではなぜこのような右 ・左の描きわけが行わiL.
あるいは(1)に見たような絵の反転に{牛う運動)j[ilμ7)転換
が怠味の転換をもたらせたりするのであろうか。
この原因については.右からJ.iへの連動が，耐えるを
表わしたり，対抗を表わした 1)することから.I凶面上に
この運動)jIUJと逆の左からおへと働< rある7J がある
のではないかという事を縫1Mさせる。前進するにしても
出かけるにしても.この7)を押しのけるような形で運動
が行われ.逆に左から布への巡動{ムこの力にjqlさiし
あるいは来る運動として. IJ:，る..iflわれるなどが指かれ
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図9 葛飾北斎
るのであろうとArえられる。この万lijを持ったカについ
ては両lti上に現象として現われる択ではないが.通常.ひ
とが水平Hli，jの総をひく場合.占:から.f-iへと拍〈こと.
下を占〈場合でもI:i.の部分から始めることを考えれば，
絵や図を見る場合にも「左から布へJとながめることが
人間の視覚にとってひとつの同然となり. この観1t・!J'自
身の巡動が. 函l耐上のカとして対象的に r~ じられると :t.
~しても不自然ではないであろう 。 むしこの憾な想定が
正しいとすれば.権成がなされ.それか展開してゆく場
合には左から右へと移ってゆくのではないかと巧ーえられ
る。
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(rn)構成の展開について
図10は昭和48年雑誌「太陽jに掲載されていたものの
原図Aとその反転Bである。これは作者がスケートリン
クへ行ったとき， リンクの片すみにお好み焼屋が広をtl:l
し人気を呼んでいるのに興味を魅かれ，それを慢画にし
たものである。この郎、図と反転したものを比較すると，
反転したものにある見づらさを感じさせられる。それは
図10-A
? .、V.
:子
この絵が綿成に展開に件っており，その展開が左から右
へと行われているからである。すなわち左端のお好み焼
t誌は作者の;mR点として主題をなしており.この主題1;1:
答である子供 ・-1;:性を通して主題のあるあり方，主題の
状況となってゆく。そしてこの主題が別の形象，すなわ
ち符をくぐってゆく過程を主題の展開部とすれば，この
展開は無際限に続くのではなし右端の男において，作
図10-8
図1 歌川広重 :東海道五十三次御泊
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藤堂:絵画の構成 -123 
者の心情が付加lされたかたちにおいて終結されている。
しかしこれを反転すると終結からたどらねばならなく
なり (しかし主題が展開をくぐったようには.終結はそ
の次の形象を くぐるニとができない。).主題はもっとも
後に意味づけを与えられぬ断片として現われることとな
る。反転すると絵か解らなくなるというわけではなL、が
文市を逆にたどって，干肘湾成して全体のl!:昧が解るとい
うよう なことに似た手間取りがあり，このことが凡づら
さの原因となっている。
このような左から右への鳩成の展開をもっ別の仰~ (図
1)歌川広重.東海道五十二三次.旅人留女について述べ
てみる。
なんとか旅人をひきとめようと大わらわをしている留
女.これを振り切ろうともがいている旅人との問に演じ
られている絡闘劇が.広直が強い関心を持ち，また絵の
中でひとつの独立したX!;味を保っている主題である。
主題で旅人と留女のモチーフは一方はその表情を見せ.
他方はその動態を見せるというように描かtしまた旅人
と留女の位置関係か交互に人iL停るというかたちて二度
繰りかえされて，タ若手の僚かな宿場での喧喚となってい
る。しかしこの絵での主題はそれ自身てす虫立し終ってい
るのではなしこれを傍観する女たちによって受けつか
れその怠味を変えながら展開してゆく。
この広重の興味を強〈ひいた主題は，その右に距線を
とって置かれた通りすがりの女にとっては，心的にもE臣
殿をもっ.並タIJ的な，繰りかえされる 日常的なことのな
かでの，少し気をひ〈位の怠味しか持たないできごとと
なり，さらにこれを見おろす宿の女中の心のなかでは，
ただの日常的な.H!I.に映っているだけの風景となってし
まう。ここでこの女は主組の世界から全〈外側に立って
これを見ており，主題はすでにこの女の心をひびかせる
ことカ£なL、。
ここまで意味を変えてしまった主題は宿の老女によっ
て，再ひ日常的なこととの.;Imの世界に戻される。しか
し主題は通りすがりの女のもつ意味と同質ではなく，宿
の女中のもっとも速くなってしまったという心象をほ含
んだうえで， 親しみ見なれたことにもかかわらず，%を
とられるということr転化し終結に向っている.ここで
は主題が作者の行き当った.たんなる珍事としてではな
し大衆の心象をくぐらせたうえて.その外側から再び
見られたことの全体として変わされている。
この絵の構成1;1図10. とその憐成の形式においてよく
似ている。すなわち，主題一展開1• 1 . Tn(終結)と
いうかたちを とるが. 情Iil<':の展開としては，はるかにす
ぐれている。なぜなら鴎10. の展開 1. Iが子供，女と
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いう だけの怠味で展開を持続させているに過ぎず，本来
はたんなる繰りかえしであり.広震に比られるような奥
行のあるな味転換を含まないからである。
結 論
我々は，絵の左右を転換し元のものと比較するという
方法によって.1.絵の中の人物の運動方I'Jと運動の意
味との関述，そしてその関連性が絵を在から布へと見る
ことによって生ずること。 2.構成がぷから右に，主題
部一展開部ー終結部というかたちでなされる例について
みてきた。2.の憎til<.の展開について.ここで用いたこ
例では.総成1;1大きく見れば，主題一展開(展開部+終
結部)の二つから成リ，これらは「対Jの関係をなして
いる。また展開のなかから終結苦1をとり出すことのでき
るのは，十島成全体の中で独特の機能をもっと考えられる
からで，話られたことを，終わらせると問時に展開部を
ひき込んで，主題一展開の 「対jの関係をもっともあら
わにしている。ただこの二例では，図1の万がいくぶん
終結の感しが弱<.またそれを意図したのでもないよう
な印象を受ける。これに比較して図10は完結している。
このよ うな構成の形式を持つと思われる絵は他にいく
つか見い出すことができるが，表現内容と形式を-C1)t)離
して問題にすることカ、できぬと考えるので.内谷を明瞭
につかめていないものを例とすることを避けた。
し については，この規則性に基〈例を多〈見い出す
ことカfできるが.またこれにそわないものをも見ること
ができる。これらについては，そのいくつかを検討して
みる必要があるかと思われるが.11>-，'古で解れたように，
身体的なこと (手を左から有へと動かして抱くこと)が
感性にはねかえった自然の感覚であって.運動の;l!味を
様々の形象で補強し，固定することによ ってこの感覚を
破ることができるであろうし，表現内容J-_.運動の力動
性や，運動の忍味そのものに力点を置くのでなければ，
この感覚は副次的な意味しか持たないであろう。
あとがき
この翁文は昭和48年.運動のJil白!と怠P阜の関連の問
題と構成の展開の問題についてまとめていたものに，序
J命の書1分を新に加え，情成の展開の部分をdき改めたも
のである。かねてから，作品を批u干したり，されたりす
るごとに，批評する省の好みや，感覚的な!'!'Jiだけでな
く，何か5JIJのよりどころとなる万法カ・ないものかと存え
ていたが. そのような立場から始めたfJ:4~をまとめた。
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前者の運動方向の問題はこのような立場からすれば細部
のことであるが，前者の運動方向の問題は構成の展開の
問題を引き出す方法上の関連をもっている。
また「構成の展開Jの章はもとは 「構成の時間的展開」
となっており，絵画も音楽と同様にその表現に過程的な
時間的な機造を件うことや，それの形式というようなと
ころに力点を置いていたが，ここでは序論での問題設定
にあわせて表現内容との関連に重点をおいて記述した次
第である。
唐 ム埠寸 A
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Summary 
A picture is composed of several parts. Those parts lacating upside and downide left side and rig-
ght side play an important role to give an impression of the picture as a whole. We have analyzed 
such role of parts in pictures. When persons facing left in Fig 1:-A， for example， are repaced with 
those facing riht and this modified part is placed left-hand side， (Fig トB)，this picture gives an im-
pression that the persons in Fig 1:-B are going in while those in original picture (Fig 1:-A) are going 
out. Thus， such a slight modification of the part of this figure changed the direction of movement of 
those persons. 
From this result， we attempted to examin the role of parts in a numder of pictures by replacing 
partswith a slight modification. Finally， we have found a relationship detween the states of piCtured 
persons and their direction of movement in the pictures. Then， if persons are drawn on right-hand 
side and face left， they are given expression to movement of which offer opposition to a force with 
will power. If persons are drawn on left-hand side and face right， they are given expression to move-
ment of which make use of a force without wiil power. 1n general， pictures with longer transversal 
axes are unconsiously seen from left-hand side to right-hand side， which would create spontaneously 
such a kind of force in human beings. 
Among pictures examined， we have found many examples drawn along this force. That is， many the-
mes begin on the left followirg their development and finally are concluded on the right. 
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